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一
般
的
に
、
こ
れ
ま
で
化

粧
品
や
日
用
品
に
お
け
る
社

会
問
題
は
あ
ま
り
多
く
を
語

ら
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

近
年
ク
リ
ー
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
が
台
頭
し
、
ク
リ
ー
ン
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
の
思
想
に
直
結

す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

化
粧
品
や
日
用
品
に
お

け
る
社
会
問
題
に
は
、
⑴
労

働
搾
取
・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
問
題
、
⑵
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
、
⑶
文
化
的
盗
用 

、
⑷
情

報
の
非
対
称
性
と
グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
、
⑸
ア
ク
シ

ス
ビ
リ
テ
ィ
と
格
差
、
⑹
多

様
性
の
不
足 

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
ず
⑴
労
働
搾
取
・
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
の
問
題
は
、
主

に
原
料
調
達
に
お
い
て
発
生

す
る
。
低
賃
金
や
過
酷
な
労

働
条
件
に
置
か
れ
て
い
る
生

産
者
が
い
な
い
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
カ
カ
オ
や
ハ
ー
ブ

な
ど
ア
フ
リ
カ
や
南
米
の
女

性
・
子
供
た
ち
、
東
南
ア
ジ

ア
パ
ー
ム
油
生
産
に
お
い
て

搾
取
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う

か
な
ど
で
あ
る
。
化
粧
品
で

代
表
的
な
労
働
問
題
と
い
え

ば
、
こ
れ
の
ほ
か
に
、
鉱
物

資
源
の
採
集
に
児
童
労
働
が

行
わ
れ
て
る
こ
と
で
あ
る
。

海
外
ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
す
で

に
排
除
さ
れ
て
い
る
傾
向
に

あ
り
、
国
内
大
手
で
も
児
童

労
働
に
よ
る
原
料
生
産
を
排

除
す
る
動
き
も
あ
る
。

　

⑵
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
で

は
、
企
業
内
に
お
け
る
男
女

平
等
や
、
女
性
の
教
育
・
就

労
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
な

ど
で
あ
る
。
近
年
、
働
く
女

性
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
へ
対
応

す
る
企
業
も
増
え
て
き
て
お

り
、
女
性
が
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

さ
れ
や
す
い
化
粧
品
業
界
で

は
先
進
事
例
と
し
て
、
日
本

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。

　

⑶
文
化
的
盗
用
は
、
イ
ン

ド
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
や

モ
ロ
ッ
コ
の
ア
ル
ガ
ン
オ
イ

ル
な
ど
伝
統
的
文
化
や
、
素

材
を
現
地
文
化
の
文
脈
を
無

視
し
た
商
業
利
用
が
さ
れ
て

い
な
い
か
と
見
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　

⑷
情
報
の
非
対
称
性
と
グ

リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
と
は
、

「
ク
リ
ー
ン
」
と
名
乗
っ
て
い

て
も
明
確
な
根
拠
が
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
確
な
根
拠
と
は
、
第
３
者

認
証
が
有
効
と
い
え
る
。

　

⑸
ア
ク
シ
ス
ビ
リ
テ
ィ
と

格
差
に
つ
い
て
は
、
環
境
配

慮
化
に
よ
り
そ
の
製
品
価
格

に
反
映
さ
せ
て
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
い
え
る
。
ク
リ

ー
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
製
品
が

ま
だ
高
価
格
で
あ
る
こ
と

で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
富
裕
層

向
け
に
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ

を
、
広
く
消
費
者
が
購
入
し

や
す
く
す
る
よ
う
に
企
業
が

「
投
資
」
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
投
資
は
、

企
業
努
力
と
み
な
さ
れ
、
消

費
者
に
と
っ
て
企
業
や
ブ
ラ

ン
ド
の
信
頼
性
が
高
ま
る
。

　

⑹
多
様
性
の
不
足
と

は
、
肌
の
色
や
タ
イ
プ
、

年
齢
へ
の
配
慮
、
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
イ
ン
バ

イ
ナ
リ
ー
の
配
慮
な
ど
の

不
足
で
あ
る
。
肌
の
色
は

人
種
も
関
係
さ
れ
る
。
ま

た
化
粧
品
の
場
合
だ
と
、

女
性
向
け
と
認
識
さ
れ
や

す
い
が
、
多
様
性
を
も
つ

こ
と
で
、
広
い
消
費
者
に

訴
え
か
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
６
つ
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
へ
の
対
応
は
、
ま
だ
企

業
に
よ
っ
て
バ
ラ
つ
き
が

あ
る
。
化
粧
品
や
日
用
品

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の

改
革
が
必
要
で
あ
る
。
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今
日
の
化
粧
品
市
場
に
お

い
て
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
著

し
い
多
様
化
と
高
度
化
を
見

せ
て
い
る
。
単
に
製
品
を
購

入
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
身

の
肌
質
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情

報
の
提
供
や
、
質
の
高
い
美

容
体
験
を
求
め
る
傾
向
が
ま

す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
市
場
環
境
の

中
、
顧
客
と
直
接
向
き
合
う

Ｐ
Ｂ
Ｐ
に
は
、
日
々
更
新
さ

れ
る
膨
大
な
商
品
知
識
、
ブ

ラ
ン
ド
情
報
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
内
容
を
正
確
に
把
握

し
、
個
々
の
顧
客
に
最
適
な

提
案
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

　

し
か
し
、
従
来
の
方
法
で

は
、
必
要
な
情
報
を
探
し
出

す
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

り
、
社
内
の
ル
ー
ル
や
施
策

の
詳
細
に
つ
い
て
営
業
担
当

者
や
内
勤
ス
タ
ッ
フ
に
都
度

問
い
合
わ
せ
た
り
す
る
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
が
接
客
時
間

の
ロ
ス
や
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス

部
門
の
業
務
負
担
に
つ
な
が

る
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い

た
。

　

同
社
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ

ー
の
コ
ー
セ
ー
と
医
薬
品
メ

ー
カ
ー
の
マ
ル
ホ
が
持
つ
知

見
を
融
合
し
、
２
０
１
９
年

に
設
立
さ
れ
た
。
同
社
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
日
々
の
ス
キ

ン
ケ
ア
か
ら
肌
ト
ラ
ブ
ル
の

セ
ル
フ
ケ
ア
ま
で
、
個
々
の

肌
状
態
に
合
わ
せ
た
「
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
」
を
提
供
す
る
こ

と
だ
。

　

主
力
ブ
ラ
ン
ド
「
カ
ル
テ

Ｈ
Ｄ
」
は
、
マ
ル
ホ
が
唯
一

供
給
す
る
保
水
有
効
成
分

「
ヘ
パ
リ
ン
類
似
物
質
Ｈ
Ｄ
」

と
、
コ
ー
セ
ー
が
培
っ
た

製
剤
技
術
を
融
合
さ
せ
た

医
薬
部
外
品
だ
。
乾
燥
や

肌
荒
れ
を
防
ぐ
日
常
的
な

ス
キ
ン
ケ
ア
を
目
的
と
し

て
お
り
、
多
く
の
消
費
者

に
支
持
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
新
た
に
発
売
し
た

「
ヒ
フ
ニ
ッ
ク
」
は
、
カ

サ
つ
き
、
ひ
び
割
れ
、
粉
ふ

き
と
い
っ
た
つ
ら
い
乾
燥
肌

を
本
気
で
治
す
た
め
の
第
２

類
医
薬
品
。
冒
頭
の
挨
拶
で

本
田
社
長
は
「
コ
ー
セ
ー
グ

ル
ー
プ
と
し
て
初
め
て
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
で
あ
り
、
ユ
ー

ザ
ー
は
予
防
と
治
療
の
両
面

か
ら
肌
の
悩
み
に
応
じ
た
ケ

ア
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
登
壇
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
企
画
・
開
発
部
の

西
田
氏
は
、「
ヒ
フ
ニ
ッ
ク
」

は
国
内
最
高
濃
度
の
「
ヘ
パ

リ
ン
類
似
物
質
」
を
配
合
し

て
お
り
、「
肌
の
バ
リ
ア
機

能
に
重
要
な
角
層
ラ
メ
ラ
構

造
の
回
復
を
促
し
、
高
い
保

湿
持
続
性
を
実
現
す
る
。
こ

の
高
い
保
水
効
果
を
当
社
で

は
『
保
水
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
保
ス
パ
）』と
名
付
け
た
」

と
述
べ
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
多
部
さ
ん
が
自
身
の
美

容
法
に
つ
い
て
語
り
、「
肌

の
い
い
状
態
を
キ
ー
プ
す
る

に
は
保
湿
が
と
て
も
大
事

だ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
仕

事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
両
立

す
る
た
め
、
分
刻
み
で
予
定

を
こ
な
す
せ
っ
か
ち
な
性
格

で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
早

く
寝
る
た
め
に
家
事
や
準
備

を
走
っ
て
行
う
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
ル
ー
テ
ィ
ン
を
紹
介

し
た
。

　

新
ブ
ラ
ン
ド
の
第
１
弾
と

し
て
、
一
般
用
医
薬
品
（
第

２
類
医
薬
品
）
で
あ
る
乾
燥

肌
あ
れ
治
療
ジ
ュ
レ
「
メ
デ

ィ
カ
ル
Ｃ
．
Ｈ
Ｄ 

Ｌ
」
と

乾
燥
肌
あ
れ
治
療
ク
リ
ー
ム

「
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｃ
．
Ｈ
Ｄ 

ク

リ
ー
ム
」
の
２
製
品
を
展
開

し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
に
質
問
を
投
げ
か
け
る

だ
け
で
、
必
要
な
情
報
を
瞬

時
に
入
手
で
き
る
。例
え
ば
、

「
敏
感
肌
の
30
代
に
お
す
す

め
の
、
保
湿
効
果
が
高
い
新

製
品
は
？
」
と
い
っ
た
複
数

の
要
素
を
含
む
複
雑
な
検
索

に
も
、
Ａ
Ｉ
が
的
確
か
つ
迅

速
に
回
答
を
提
示
す
る
。

　

こ
の
機
能
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｐ
の

業
務
効
率
を
劇
的
に
改
善
す

る
。
こ
れ
ま
で
資
料
の
格
納

場
所
を
探
し
た
り
、
社
内
へ

問
い
合
わ
せ
た
り
し
て
い
た

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
問
い
合
わ
せ

を
受
け
る
側
の
社
員
の
対
応

業
務
も
削
減
さ
れ
る
た
め
、

組
織
全
体
の
生
産
性
向
上
に

貢
献
す
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の
最

大
の
目
的
は
、
効
率
化
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
時
間

を
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い

顧
客
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
こ

　

生
活
者
は
、
資
生

堂
、
ポ
ー
ラ
、
シ
ャ

ネ
ル
、
フ
ァ
ン
ケ
ル

の
４
社
の
使
用
済
み
容
器

を
、
中
身
を
洗
浄
し
た
り
分

別
し
た
り
す
る
必
要
な
く
、

身
近
な
場
所
に
設
置
さ
れ
た

収
集
Ｂ
Ｏ
Ｘ
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
Ｒ

ｉ
ｎ
ｇ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
へ
投
函

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

容
器
の
回
収
だ
け
で
な
く
、

先
進
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

の
実
証
も
進
め
て
い
る
。

　

資
生
堂
は
、
積
水
化
学
工

業
、
住
友
化
学
と
の
３
社
協

業
に
よ
る
循
環
モ
デ
ル
の
検

証
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
ほ

ど
、
収
集
し
た
使
用
済
み
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
化
粧
品
容
器

を
再
生
エ
タ
ノ
ー
ル
化
す
る

実
証
試
験
に
成
功
し
た
。

　

こ
れ
は
、
積
水
化
学
工
業

の
関
係
会
社
で
あ
る
積
水
バ

イ
オ
リ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ー
の
実

証
プ
ラ
ン
ト
に
て
、
同
社
が

所
有
す
る
「
Ｂ
Ｒ
エ
タ
ノ
ー

ル
技
術
」
を
活
用
し
て
実
現

さ
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
技
術

は
、
可
燃
ご
み
と
し
て
集
め

ら
れ
た
容
器
を
ガ
ス
化
し
、

微
生
物
触
媒
を
利
用
し
て
エ

タ
ノ
ー
ル
へ
転
換
す
る
も
の

で
、
従
来
品
と
同
等
の
品
質

を
持
つ
再
生
エ
タ
ノ
ー
ル
が

生
成
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

今
後
の
計
画
で
は
、
生
産

さ
れ
た
再
生
エ
タ
ノ
ー
ル
を

使
い
、
住
友
化
学
が
再

生
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
の

製
造
試
験
へ
と
移
行
す

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
使
用

済
み
化
粧
品
容
器
が
再

び
化
粧
品
容
器
の
原
料

と
な
る
循
環
サ
イ
ク
ル

の
構
築
を
目
指
す
。

　

２
０
２
３
年
４
月
に

実
証
試
験
を
開
始
し
て
以

来
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
知

向
上
に
伴
い
容
器
の
収
集
量

は
順
調
に
増
加
し
て
お
り
、

20
カ
月
目
に
は
開
始
当
初
の

約
１
・
９
倍
に
達
し
、
生
活

者
の
間
に
リ
サ
イ
ク
ル
行
動

が
根
づ
き
つ
つ
あ
る
可
能
性

を
示
し
て
い
る
。

　

化
粧
品
容
器
は
、
中
身
の

保
護
や
デ
ザ
イ
ン
性
か
ら
多

種
多
様
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

使
用
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
が

難
し
い
と
い
う
業
界
共
通
の

課
題
が
あ
っ
た
。資
生
堂
は
、

単
一
素
材
で
の
容
器
設
計
な

ど
、
製
品
開
発
段
階
か
ら
環

境
負
荷
軽
減
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
Ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
」
を
通
じ
て
業
界
横
断

で
の
課
題
解
決
を
目
指
す
。

　

今
後
も
参
画
企
業
や
自
治

体
を
募
り
、
資
源
循
環
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
で
、
美
の
力

を
通
じ
て
人
々
が
幸
福
を
実

感
で
き
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

く
構
え
だ
。

　

資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
は
、
店
頭
の
美
容
部
員
で
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
パ
ー
ト
ナ
ー（
Ｐ
Ｂ
Ｐ
）
が
使
用
す
る
情
報
検
索
端
末
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
（
Ｂ
―
Ｔ
Ａ
Ｂ
）」
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
独
自
の
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
を
導
入
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
は
、
資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
、
資

生
堂
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
の
３
社
に
よ
る
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
開
発
さ
れ
、
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
を
経
て
２
０
２
５
年
７
月
よ
り
本

格
的
に
稼
働
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｐ
の
業
務
効
率
を
飛
躍
的

に
高
め
、
高
度
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
戦
略
的
な
一
手
で
あ
り
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
タ
ッ
チ
を
融
合
さ
せ
た
新
し
い
接
客
の
形
を
目
指
す
も
の
だ
。

　

コ
ー
セ
ー
マ
ル
ホ
フ
ァ
ー
マ
は
９
月
25
日
、

乾
燥
肌
治
療
薬
の
新
ブ
ラ
ン
ド
「
ヒ
フ
ニ
ッ
ク
」

の
新
Ｃ
Ｍ
発
表
会
を
開
催
し
た
。
本
田
英
二
社

長
が
挨
拶
し
た
後
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企
画
・

開
発
部
の
西
田
紘
子
氏
が
登
壇
し
、
新
製
品
と

既
存
ブ
ラ
ン
ド「
カ
ル
テ
Ｈ
Ｄ
」に
つ
い
て
説
明
し
た
。

続
い
て
、
両
ブ
ラ
ン
ド
の
ミ
ュ
ー
ズ
に
就
任
し
た
俳

優
の
多
部
未
華
子
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、
製
品

へ
の
思
い
や
自
身
の
美
容
法
を
語
っ
た
。

「
ヒ
フ
ニッ
ク
」と「
カ
ル
テ
Ｈ
Ｄ
」で

実
現
す
る
肌
の「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」

　

資
生
堂
が
ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
と
も
に
推
進
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
化
粧
品
容
器
の
循
環
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
Ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
（
ビ
ュ
ー
リ
ン
グ
）」
が
、
10
月
１
日
よ
り
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
迎
え

て
拡
大
し
た
。
今
回
、
シ
ャ
ネ
ル
と
フ
ァ
ン
ケ
ル
が
新
た
に
参
画
し
、
化
粧

品
業
界
全
体
で
資
源
循
環
の
輪
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
。
こ
の

拡
大
に
よ
り
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
化
粧
品
容
器
の
収
集
拠
点
は
、

現
在
の
横
浜
市
内
20
箇
所
か
ら
41
箇
所
に
増
加
す
る
。コーセーマルホファーマ

「
ヒ
フ
ニッ
ク
」で

新
Ｃ
Ｍ
発
表
会
を
開
催

多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
と

現
場
の
課
題
に
対
応

Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す「
業
務
効
率
化
」

「
接
客
品
質
の
向
上
」と
い
う
革
新

　

今
回
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｉ
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

開
発
さ
れ
た
。Ｐ
Ｂ
Ｐ
は「
Ｂ

―
Ｔ
Ａ
Ｂ
」
を
通
じ
て
、
日

常
的
に
使
う
自
然
な
言
葉
で

と
に
あ
る
。
資
生
堂
が
大
切

に
す
る
、
人
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
顧
客
へ
の
共
感
、
商
品

を
実
際
に
試
す
と
い
っ
た
体

験
の
提
供
、
心
か
ら
の
お
も

て
な
し
に
Ｐ
Ｂ
Ｐ
が
集
中
で

シ
ャ
ネ
ル・フ
ァ
ン
ケ
ル
参
画
で
拡
大

資生堂の化粧品容器リサイクル

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

で
、接
客
の
質
を
一
層
高
め
、

顧
客
満
足
度
の
向
上
を
図
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
で
店
頭
Ｄ
Ｘ
を
加
速

「
チ
ャッ
ト
ボ
ッ
ト
」で
美
容
部
員
の
顧
客
体
験
を
革
新

資生堂ジャパン


